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はじめに
表層崩壊には周期性が存在するといわれてい
る（小出， 1955) . 崩壊周期は表層土層の形成
速度に依存するために，崩壊発生予知の観点か
らその速度を知ることが重要となる（市川• 松
倉， 2001) . これまで，花尚岩および花尚閃緑
岩斜面（下川， 1983; 稲垣• 平田， 2002) , 砂
岩や泥岩の堆積岩斜面 (Trustrumand DeRose, 





1999a ; 稲垣• 平田， 2002) , シラス斜面（松



















飯田， 1978; 飯田・奥西， 1979; 飯田ほか，

























崩壊頻度か高く， 1 km2あたり 200個前後もの崩
壊が発生した（河田ほか， 1973) . これらの崩
壊地は，崩壊面積500m2以下が全体の59%,
1000 m2以下が全体の83.8%を占めており，規模





1948年 米軍 糸勺 1/15,000 
1968年 国土地理院 CB-68-9Y C2B-8 系勺 1/40,000 
1974年 国土地理院 CB-74-7X C4-27 糸勺 1/20,000 
1977年 国土地理院 C CB-77-16 C2-13 糸勺 1/10,000
1982年 国土地理院 CB-82-2Y C2-10 系勺 1/40,000 




れた（飯田， 1978;奥西・ 飯田， 1978; 飯田・
奥西， 1979; 飯田ほか， 1980; Iida and 
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第4図 SITE6, SITE7Llにおける崩壊面の様子 (2000年4月撮影）
三 (Lのあとに続く数字は尾根からの水平距離(m)を表す）
゜L-0 10 20 30 40 50 m 
N,o N,o 
0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 
斜面縦断図(1978年計測）
------ N10=10 
10 トー—- N,o=50 
▽ 滑落崖の頂部
N,。 N,o
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I SITE 7 L 1 I (Lのあとに続く数字は尾根からの水平距離(m)を表す）
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I SITE 7 L2 I 
















------ N10= 1。▽ 滑落崖の頂部
--- N10=50 
N10 N10 
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SITE 1 10 0.5 
SITE 2 60 27 
SITE 6 16 0.7 
SITE 7 L1 80 3.6 
































L-22 (15・30 cm) 71 6 
［崩壊面］
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1.5 cm/yr(滑落崖の後退速度）X 110 cm(滑落


























































3630 cm3/cm -: 1240 cm= 2.93 cm 
すなわち，滑落崖の後退による崩壊面の土層厚























































































1978; 飯田はか， 1980). また，崩壊発生後は，
Trenching effectにより崩壊跡地直上部に部分的
に地下水面か形成されやすい (Atkinson,
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